

















































日本語版感情不安定性尺度（the Affbctive Lability Scale：
ALS；加藤、2005）④scID・Ⅱの行動化項目。
真梅子（MamikoIgo）　　指導：根建　金男
結果と考察：回帰分析の結果、見捨てられスキーマ尺度の
各下位因子は、それぞれALS、つまり感情の不安定性の各
下位因子に強く影響を与えており、PDQ－RとSCID－Ⅱの
行動化項目にも有意な影響を与えていた。パス解析の結果
からは、見捨てられスキーマ→感情の不安定性→行動化と
いう因果関係が明らかになった。研究Ⅱでは見捨てられス
キーマの各因子が感情の不安定性を介し、BPDの多様な徴
候に影響を与えていることが示唆された。このことから、
見捨てられスキーマはBPDの徴候の中核部分に位置する
と解釈できる。
【研究Ⅲ】
目的：BPD傾向者は実際に見捨てられ場面で見捨てられス
キーマが月武活し、感情や思考が過敏に反応するのかをイメ
ージ想起の実験において検討。見捨てられ場面は対象の親
密度も操作し、比較検討した。
方法：PDQ・R得点平均値（3．82、SD＝2．36）で割った高低
を基準とし、大学生を対象にスクリーニング調査を行った。
最終的にBPD傾向高・低群×見捨てられ場面親密度高・
低群の計4群29名を分析対象とした。プリテストにおい
てBPDに顕著であるとされる思考の特徴を測る推論の誤
り尺度（丹野・坂本・石垣・杉浦・毛利、1998）と抑うつの
程度を測るためのSDS、気分状態を測るための状態怒り尺
度（鈴木・橋本・根建・春木、2001）と気分調査票（坂野・福
井・熊野・堀江・川原・山本・野村・末松、1994）の抑う
つ・不安項目に回答を求めた。ポストテストにおいて再び
気分状態の指標と、スキーマの賦活を測るための見捨てら
れスキーマ尺度に回答を求めた。
結果と考察：見捨てられスキーマ尺度得点は、BPD傾向高
群がどの場面においても低群より有意に高かったことから、
BPD傾向高群は状況によらず見捨てられスキーマが腑活
していることが考えられる。抑うつ・不安項目も群の主効
果が有意であった。場面による主効果も有意傾向で、親密
度低の場面の方が、親密度高の場面より得点が高かった。
これは、SDSの得点が同様の傾向を示したことから、見捨
てられスキーマは状況によって斌活するというより気分状
態に依拠して賦活の程度が異なる可能性が示唆された。ま
た、推論の誤り尺度はBPD傾向高群の方が有意に高かっ
た。よって、BPD傾向高群においても、BPDに特徴的と
される思考様式が示されたといえる。
【総合考察】
本研究では、見捨てられスキーマを検討するアナログ研
究として、見捨てられスキーマの重要性を示すことが出来
た。今後認知行動療法において見捨てられスキーマ変容を
介入の標的とすることが、臨床群の様々な症状の改善につ
ながる可能性が示唆された。
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